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令和６年４月１日に校長として着任し，本校３年目となりました坂本博司です。 

平素より本校教育活動にご理解とご支援を賜り，誠にありがとうございます。保護者の

皆様，地域の皆様の深い愛情に育まれ，児童は安心，安全な学校生活を送ることができて

おりますことに深く感謝申し上げます。 

三ツ城小学校は，１０５名の新入生を迎え，児童数７２５名，３０学級（令和８年４月

８日現在）で，新しい年度をスタートいたしました。校訓「和 なごみ」のもと，学校が

「心がほっと安らぐ場所，気持ちが穏やかになる場所」となるよう，教育活動を推進して

まいりたいと考えています。 

昨年度より学校教育目標を，児童になじみの深い言葉であった三ツ城の３つの「つ」で

ある『「つづける」「つながる」「つくす」』と変更しました。「知・徳・体の調和の教

育の創造と推進」，「地域とともにある学校づくり」を柱に，「夢と志をもって一人一人

が主体的に学び続け，多様な人々と協働して，豊かな未来を切り拓いていく子ども」の育

成を目指します。そのために必要な資質・能力を，「つづける：挑戦力」「つながる：協

働力」「つくす：貢献力」と設定し，児童も教職員も学校も，その力を高めるため，学校

生活全般で取り組んでまいります。 

なお本校では，出席番号等，男女混合名簿を活用し，教職員による児童の呼称も「〇〇

さん」に統一しております。一人一人の個性を大切にした教育活動を推進していくため，

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

さて，４月８日（水）の始業式及び入学式では，これまで同様に児童に３つのお願いを

しました。１つ目は，「たくましい人」になることです。早寝・早起きをして，朝ごはん

をしっかり食べ，元気に学校に来ることを話しました。２つ目は，「優しい人」になるこ

とです。元気よく挨拶したり，「ありがとう」や「ごめんなさい」がきちんと言えたりす

る優しい心を育てようと話しました。３つ目は，「賢い人」になることです。できなかっ

たことができるようになったり，わからなかったことがわかるようになったりするため

に，友達と協力しながら努力を続けることを話しました。 

児童一人一人に，「豊かな心」「確かな学力」「たくましい体」を育むため，全ての教

職員が，児童に対する愛情と教育に対する使命感をもち，専門性を発揮しながら対応でき

る組織的な学校づくりを進めてまいります。これまで同様に，家庭や地域との連携を図り

ながら教育活動を推進してまいります。引き続き，ご理解とご支援を賜りますようお願い

申し上げます。 
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